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所
在
地
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一
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２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
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八
年

（昭
６３
）
四
月
―

一
九
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九
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一
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３
　
発
掘
機
関
　
　
若
宮
大
路
周
辺
遺
跡
群
発
掘
調
査
団

・
鎌
倉
市
教
育
委
員

△
ム

４
　
調
査
担
当
者
　
馬
淵
和
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
中
世
都
市

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
後
半
―

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

若
官
大
路
は
、
鎌
倉
市
内
の
中
心
部
を
鶴
岡
人
幡
宮
か
ら
海
に
向
か
っ
て
南

北
に
縦
走
す
る
、
街
割
り
の
基

幹
道
路
で
あ
る
。
治
承
四
年

盆

一
八
〇
）、
源
頼
朝
が
鎌
倉

に
入
っ
た
直
後
に
敷
設
さ
れ
、

以
来
そ
の
周
辺
は
武
士
の
都
鎌

倉
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
て
き

た
。
「若
宮
大
路
周
辺
遺
跡
群
」

は
文
字
通
り
そ
の
周
辺
の
遺
跡

で
あ
り
、
南
北
は
鶴
岡
八
幡
宮

前
面
か
ら

一
ノ
鳥
居
付
近
ま
で
の
一
二
〇
〇
ｍ
、
東
西
は
小
町
大
路
か
ら
今
小

路

（現
在
の
名
称
、
当
時
は
今
大
路
か
）
ま
で
の
約
六
〇
〇
ｍ
の
範
囲
を
占
め
る
。

当
遺
跡
内
で
の
調
査
は
、
二
〇
〇

一
年
四
月
現
在
、
立
会
い
も
含
め
約
九
〇

地
点
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
地
点

（雪
ノ
下
一
丁
目
二
一
〇
番
地
占
０

は
、
そ
の
西
北
域
に
位
置
し
、
若
宮
大
路
か
ら
西
約
二
五
〇
ｍ
、
鶴
岡
人
幡
宮

か
ら
も
西
南
に
二
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
西
に
約

一
五
〇
ｍ

で
こ
れ
も
南
北
基
幹
道
路
の

一
本
で
あ
る
今
小
路
に
行
き
当
た
る
。
約
二
〇

〇
ｍ
北
の
山
裾
に
は
、
頼
朝
入
部
以
前
か
ら
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る

「窟
堂
」
が

あ
る
。
ま
た
今
大
路
を

へ
だ
て
た
西
側
に
は
、
栄
西
建
立
の
鎌
倉
五
山
第
三

位

・
寿
福
寺
が
存
在
す
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
地
点
は
窟
堂
や
寿
福
寺
の
問
前
に

あ
た
る
。
ま
た
、
『吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
寿
福
寺
は
頼
朝
の
父
義
朝
の
居
館

跡
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ヶ

（正
治
二
年

（
〓
一〇
〇
〉
関
二
月
一
二
・
〓
二
日

条
）、
と
す
れ
ば
調
査
地
点
は
平
安
時
代
末
期
以
来
、
鎌
倉
の
中
心
に
位
置
し

て
い
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

地
勢
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
付
近
は
、
鎌
倉
旧
市
街
地
西
北
部
に
大
き
く
開
析

さ
れ
た
谷
戸

令
扇
ヶ
谷
し

の
入
口
に
あ
た
り
、
谷
か
ら
流
れ
出
し
た
湿
潤
な

粘
質
土
が
深
く
堆
積
し
て
、
場
所
に
よ
つ
て
は
硬
い
地
山
面
ま
で
四
ｍ
に
も
お

よ
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

調
査
し
た
遺
構
面
は
上
下
三
枚
で
、
さ
ら
に
下
に
も
面
の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
た
が
、
検
出
さ
れ
た
う
ち
の
下
層
面
の
遺
構
状
況
が
き
わ
め
て
良
好
で
あ

っ
た
の
で
、
保
存
の
た
め
最
下
層
の
面
に
は
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
。

(横須賀)



調
査
面
積
が

一
六
〇
〇
ポ
と
鎌
倉
市
街
中
心
部
で
は
異
例
と
い
え
る
ほ
ど
広

か
っ
た
の
で
、
街
割
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
上
面

・
下
面
と
も
、
浅
い
掘
り
込

み
を
も
つ
板
囲
い
の
住
居
や
、
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
ゴ
ミ
穴
な
ど
が
多
数
検

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
用
品
の
ほ
か
呪
術
資
料
な
ど
も
多
く
出
土
し
、
都
市
住

民
の
生
活
ぶ
り
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
面
の
年
代
は
、
上
層
が

一
三
世
紀
後

半
―

一
四
世
紀
、
下
層
が

一
三
世
紀
後
半
と
み
て
い
る
。

各
木
簡
の
出
土
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ω
は
試
掘
調
査
時
に
出
土
。
層

位
は
不
明
。
②
は
下
層
遺
構
面
検
出
の
溝
五
人
か
ら
出
土
。
溝
五
人
は
地
割
溝

と
考
え
ら
れ
る
。
い
は
下
層
遺
構
面
地
割
区
画
Ⅱ
１
４
柱
穴
三
四
三
二
出
土
。

調
査
区
内
の
東
辺
中
央
部
に
あ
る
区
画
で
、
浅
い
掘
り
込
み
を
も
つ
町
屋
住
居

や
掘
立
柱
建
物
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
柱
穴
三
四
三
二
は
建
物
を
構
成
す
る

も
の
で
は
な
い
。
④
は
上
層
遺
構
面
地
割
区
画
Ｉ
Ｂ
１
３
に
あ
る
、
町
屋
と
考

え
ら
れ
る
遺
構
群
の
中
の
土
坑
四
二
出
土
。
ｍ
は
上
層
遺
構
面
地
割
区
画
Ｉ
Ｂ

１
２
ｂ
の
溝
三
裏
込
め
出
土
。
０
は
下
層
遺
構
面
地
割
区
画
Π
Ａ
出
土
。

木
簡
の
ほ
か
に
も
、
不
動
明
王
と
地
蔵
菩
薩
の
描
か
れ
た
土
師
器
皿
や
木
製

版
木
な
ど
の
絵
画
資
料
が
出
土
し
た
。
呪
術
資
料
で
は
、
多
数
の
形
代
の
ほ
か
、

木
製
面

・
雛
人
形
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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「
＜
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た
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馬
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「ハ
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〇ヽ×
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Φ　
ｏω牌

い

　

「
（符
篠
）
急
々
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律
令
」　
　
　
　
　
　
　
　
μΦ叉
Ｇ
Ｘ
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屋

働

　

「
も
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ヽ
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を

の

そ
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ふ

た

」

　

　

　

　

牌
伽
彙

卜
受

φ
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「
＜
は
くま
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽深
∞泉
卜
鼠

ω
は
、
調
査
地
点
の
北
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
あ
る
窟
堂
の
こ
と
で
あ
り
、
本
地
点

が
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
①
は
、
将
模
の
駒
。
④

は
、
呪
符
木
簡
。
⑤
は
、
「諸
々
の
難
を
除
く
札
」
の
意
か
。
釘
で
打
ち
付
け

ら
れ
た
板
の
裏
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
呪
符
と
し
て
、
家
屋
の
入
口
や
梁

な
ど
に
貼
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
０
は
、
「白
米
」
の
意
か
。

容
器
の
中
身
を
表
示
す
る
、
付
札
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
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文
献
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丁
目
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一
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地
占
建

（『鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
報
告
書
』
六
、　
一
九
九
〇
年
）

（馬
淵
和
雄
）
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2000年 出上の木簡
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調
査
地
点
は
鎌
倉
の
市
街
地
の
中
心
に
位
置
し
て
お
り
、
若
宮
大
路
の
東
側
、

鶴
岡
人
幡
宮
か
ら
南
に
二
五

〇
ｍ
の
場
所
に
所
在
す
る
。
本

遺
跡
の
名
称
と
も
な
っ
て
い
る

「北
条
小
町
邸
跡
」
と
は
、
北

が
横
大
路
、
西
が
若
宮
大
路
、

東
が
小
町
大
路
に
囲
ま
れ
た
お

よ
そ
二
〇
〇
ｍ
四
方
の
範
囲
で

あ
る
。
調
査
地
点
は
北
条
小
町

邸
跡
の
南
西
隅
付
近
に
位
置
し

(横須賀)




